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参考４ 用語解説 

アルファベット 

・ＢＯＤ 

 生物化学的酸素要求量（Biochemical Oxygen Demand）。水中の有機物が微生物によって

分解されるときに必要とする酸素の量。河川の汚濁に関する代表的な指標であり、この値

が大きいほど水が汚れていることを示す。 

・ＣＯＤ 

化学的酸素要求量（Chemical Oxygen Demand）。水中の有機物を酸化剤で酸化した際に

消費される酸化剤の量を酸素量に換算したもの。湖沼や海域の汚濁に関する代表的な指標

であり、この値が大きいほど水が汚れていることを示す。 

・ＣＯＤ（75%値） 

 ＣＯＤの年間の日間平均値の全データをその値の小さいものから順に並べ 0.75×n 番

目（nは日間平均値のデータ数）の値。環境基準の達成状況の評価に用いられている。 

・ＤＯ 

溶存酸素（Dissolved Oxygen）。水中に溶存している酸素の量。水質汚濁状況を測る指

標の１つ。 

一般に清浄な河川等では、ほぼ飽和値に達しているが、水質汚濁が進んで水中の有機物

が増えると、好気的微生物による有機物の分解に伴って多量の酸素が消費され、水中の溶

存酸素濃度が低下する。 

・ＴＯＣ 

全有機炭素（Total Organic Carbon）。水中に含まれる有機物中の炭素の総量。 

 主な測定法では、900℃程度の高温で有機物を燃焼し、二酸化炭素にして炭素量を測定

する。 

あ 

・アオコ 

水の華ともいう。池や湖沼で植物プランクトンが異常増殖し、水面に薄皮あるいは塊状

として浮いているもの。青い粉をまいたように見えることからアオコと呼ばれる。栄養塩

類が多いと発生しやすいので、富栄養湖の判定の条件とされることもある。 

・新たな水質管理のあり方懇話会 

 ＣＯＤの指標性の課題や、水質改善にも関わらず在来魚介類の減少等、生態系の課題が

顕著に現れている琵琶湖の現状を踏まえ、平成 26年度(2014年度)に設置し、今後の水質

管理のあり方、新たな水質評価指標の必要性について有識者と意見交換を行っている。 

う 

・上乗せ排水基準 

 都道府県が条例で定める全国一律の基準よりも厳しい排水基準。 

え 

・栄養塩 

窒素、りんなど、藻類その他の水生植物が増殖するために必要な各種元素のこと。湖沼

あ 

アルファベット 

う 

え 
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での過剰な栄養塩類の供給は富栄養化の原因となる。 

お 

・汚濁負荷 

 水環境に流入する陸域から排出される有機物や窒素、りん等の汚濁物質の量。 

か 

・管渠（かんきょ） 

 下水を収集し、排除するための施設。 

・環境基準 

 人の健康を保護し、また生活環境を保全するうえで維持されることが望ましい環境上の

条件についての基準であり、環境行政が到達すべき目標。環境基本法第 16 条により定め

られている。 

環境基準は、現に得られる限りの科学的知見を基礎として定められているものであり、

常に新しい科学的知見の収集に努め、適切な科学的判断が加えられていかなければならな

い。 

く 

・クロロフィルａ 

 水中では植物プランクトンの量を示す指標。 

光合成を行う生物の葉緑体もしくは細胞中に含まれている一群の光合成色素で葉緑素

ともいう。藻類に含まれているものには a,b,c,dの４種がある。 

け 

・原単位法 

 汚濁負荷の各発生源について、単位あたり（１ha、１人、１頭等）の負荷発生量（これ

を「原単位」という。）にそれぞれのフレーム値（合計面積、人口、頭数等）を乗じ、それ

らを積算して対象とする地域における総汚濁負荷発生量を推定する方法。 

こ 

・耕種農家 

 水稲、野菜等を栽培する農家。 

し 

・指定地域 

 環境大臣が、指定湖沼（琵琶湖）の水質の汚濁に関係があると認められる地域を指定し

たもの。滋賀県の一部と京都府の一部が指定されている。 

詳細は、昭和 60年 12月 16日総理府告示 43号「湖沼水質保全特別措置法第三条第一項

及び第二項の規定に基づく指定湖沼及び指定地域」参照。 

・集水域 

降水が琵琶湖に流入する区域。 

・循環かんがい 

ある水田区域からの排水を、揚水機を使って戻し、再び同じ区域のかんがい用水として

利用すること。 

 

か 

く 

け 

こ 

し 

お 
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・浚渫（しゅんせつ） 

 河川、池、湖沼、港湾などの水域の水底に堆積したゴミ、泥、土砂、ヘドロなどをさら

い、必要な深さを確保しようとする工事のこと。 

す 

・水源かん養 

降雨時に河川等へ水の流出を軽減させる働き（洪水緩和）と、無降雨時に河川等へ水を

安定的に供給する働き（渇水緩和）という２つの働きのことで、河川や琵琶湖の水位を平

準化する役割をもつ。 

・水源かん養保安林 

森林には、洪水を緩和し、流量を安定化させ、水質を浄化して、水資源を保全する働き

がある。この働きは総称して森林の水源かん養機能と呼ばれる。主に河川の上流部にあっ

て、水源かん養機能が期待される森林を水源かん養林、この機能が期待されて保安林に指

定されたものを水源かん養保安林という。 

せ 

・世代をつなぐ農村まるごと保全向上対策 

 多面的機能支払交付金制度の滋賀県における名称。現在、農村で生活する住民だけでな

く、次世代にも農村の豊かさを伝え、地域ぐるみの活動を継続していくことを目指して名

づけられた。交付要件に農業排水の流出防止等の環境に配慮した活動を加える等、制度上

も滋賀県独自の仕組みになっている。 

・全層循環 

春から秋に北湖に形成された水温躍層（温かい上層の水と冷たい下層の水が対流しない

状況）が、冬の水温低下と季節風の影響により鉛直方向の混合が進み、表層から底層まで

水温や底層ＤＯなどの水質が一様となる現象。 

・全窒素 

有機態窒素、無機態窒素を合わせた、水中に存在する窒素の総量のこと。 

・全りん 

有機態りん、無機態りんを合わせた、水中に存在するりんの総量のこと。 

た 

・淡水赤潮 

琵琶湖の淡水赤潮は４月末から６月初めにかけて、15℃から 20℃の水温期に、植物プラ

ンクトン「ウログレナ・アメリカーナ」が大量発生する現象で、湖水が赤褐色に変色し、

生臭いにおいがする。 

て 

・点源（負荷）対策 

点源負荷とは、家庭や事業場のように汚濁負荷の排出源と流域との境界が明確に区分で

きる汚濁負荷(特定汚濁負荷)のこと。生活排水対策や工場排水規制など点源負荷への対策

を点源対策という。 
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な 

・内湖 

大きな湖（本湖）の周辺に、水路によって本湖と直接結ばれた湖沼をいい、我が国では

琵琶湖のみに見られると言われている。その成因は、河口デルタ内に旧河道が取り残され

たもの、本湖の一部が土砂の堆積等によって囲い込まれたもの、地殻変動の結果形成され

たもの等、本湖から派生的に形成されたものである。 

ひ 

・ビオトープ 

Biotop（ドイツ語）。英語では“biotope”と表記。生物（群集）の生息空間を示す言葉

である。語源は、「bio（いのち）+topos（場所）」（ギリシャ語）である。転じて生物が住

みやすいように環境を改変すること、あるいは改変したものをいう。 

・琵琶湖環境研究推進機構 

琵琶湖の課題に対して、環境や水産など関係する分野横断による総合的な解決を図るた

め、平成 26年（2014年）４月 25日に滋賀県の４つの行政部局と８つの試験研究機関で構

成。この推進機構では、①連携による研究方策の策定、②現状分析と課題の整理、③研究

の調整と進行管理、④研究成果の政策反映を行うこととしている。 

 

・富栄養化 

 湖沼などの水中の窒素やりんなどの栄養塩が多い状態になること。富栄養化が進行する

と、プランクトンが異常繁殖し、赤潮やアオコが発生する。 

ま 

・マイクロプラスチック 

 微細なプラスチックごみ（５mm以下）のこと。含有・吸着する化学物質が食物連鎖に取

り込まれ、生態系に及ぼす影響が懸念されている。 

・前浜 

 琵琶湖総合開発事業に伴う湖岸堤の築造にあたり、湖岸堤より湖側に残された、あるい

は造成された浜をいう。 

み 

・みずすまし構想 

 農業の生産性を維持しながら農村地域の水質および生態系の保全を推進するために、

「水・物質循環」、「自然との共生」、「住民参加」を３つの柱とした取組を進めていく全体

構想。 

め  

・面源（負荷）対策 

市街地や農地などのように汚濁負荷発生源と流域の境界が不明確で、一定の面積を設定

した上でないと算定できない汚濁負荷を面源負荷(非特定汚濁負荷)という。市街地排水や

農業排水など面源負荷の流出防止等の対策を面源対策という。 
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よ 

・ヨシ群落 

 ヨシとはイネ科、ヨシ属の落葉性多年生、多回繁殖型の抽水植物。琵琶湖とその周辺に

群落として自生していることで、生態系の保全に役立っている。 

 滋賀県琵琶湖のヨシ群落の保全に関する条例では、ヨシ、マコモなどの抽水植物の群落

やこれらとヤナギ類、ハンノキが一体となっている植物群落をヨシ群落と呼んでいる。 

ら 

・ラムサール条約 

 ラムサール条約は、特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地およびそこに生息・生

育する動植物の保全を促進することを目的として、世界 172か国が加盟している条約。日

本は昭和 55年（1980 年）に条約を締結し、琵琶湖は平成 5年（1993 年）に日本で９番目

のラムサール条約湿地として登録された。平成 20年（2008年）には、西の湖（琵琶湖の

東岸中央部に位置する内湖）が、ラムサール条約湿地として拡大登録された。 

り 

・流出水 

 農地・市街地等の面的広がりをもつ汚濁負荷発生源から琵琶湖に流入する汚濁負荷を含

んだ水。 

よ 

り 

ら 
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参考５ 第８期琵琶湖に係る湖沼計画における水質目標値設定の考え方について 

 

 水質保全上の効果を推計するため、水質保全対策を講じない場合と講じた場合について、

琵琶湖流域水物質循環モデル（滋賀県琵琶湖環境科学研究センター）によるシミュレートを

行い、それぞれの場合について令和７年度（2025年度）の水質の将来予測を行いました。 

 第８期湖沼計画においては、このシミュレーション結果を基に、水質目標値を設定しまし

たので、シミュレーションの条件やその結果、水質目標値の設定の考え方等について、以下

のとおり示します。 

 

1. 対策を講じない場合と講じた場合の主なシナリオ 

項目 対策を講じない場合 対策を講じた場合 

処理場系 
（下水処理施設、し

尿処理施設、農業集

落排水施設等からの

排水） 

 下水処理施設、し尿処理施設、農業集

落排水施設等の処理方式は、令和２年度

と同等とする。 

 下水処理施設については、処理施設の

改築・更新に伴う水質改善の効果を反映

する。 

生活系 
（家庭からの排水

等） 

 下水道整備を令和２年度から拡大せ

ず、人口が増加する区域では、増加分は

全て合併浄化槽で処理する。 

 下水道整備を計画どおり進め、人口が

増加する区域では、増加分は、下水道等

整備区域では下水道等で、区域外では合

併浄化槽で処理する。 

産業系 
（工場・事業場から

の排水等） 
 令和２年度と同等とする。  令和２年度と同等とする。 

面源系 
（農地、山林、市街

地、湖面降水等） 

 負荷削減対策は、令和２年度と同等と

する。 

 令和７年度までに新たに実施される環

境こだわり農業、流入河川浄化事業に伴

う負荷削減量を反映する。 

 

2. 琵琶湖流域への負荷量      (kg/日) 

  ＣＯＤ 全窒素 全りん 

  
対策を講じない 

場合 

対策を講じた 

場合 

対策を講じない 

場合 

対策を講じた 

場合 

対策を講じない 

場合 

対策を講じた 

場合 

処理場系 2,659 2,782 2,152 1,973 75 74 

生活系 1,099 433 632 298 74 35 

産業系 1,771 1,771 835 835 95 95 

面源系 39,538 39,492 8,732 8,722 338 337 

合計 45,067 44,479 12,351 11,828 582 540 
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3. 将来予測に用いる気象条件 

令和２年度（2020 年度）の気象は、平年に比べて気温が高く降水量が多い年でしたが、

異常値というほどではなく、また全層循環も完了したため、現況年度の気象が将来にわたり

続くと仮定して予測を行いました。 

 

 

 

4. シミュレーションの結果 

シミュレーションの結果は下表のとおりです。ＣＯＤについては、プランクトンの内部生

産の影響等により、対策を講じない場合と講じた場合に大きな差はありませんでしたが、全

窒素、全りんについては対策により低減効果が出るものと推計されました。引き続き水質保

全対策を進めることとし、対策を講じた場合の将来予測値を目標値として設定しました。 

 

〈水質目標値〉                            （mg/L） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項    目 
現 状 

（令和２年度） 

令和７(2025)年度 

対策を講じない 

場合 

対策を講じた 

場合（目標値） 

ＣＯＤ 

75%値 

（環境基準値1.0） 

北湖 

南湖 

２．８ 

５．３ 

２．８ 

４．５ 

２．８ 

４．５ 

(参考) 

年平均値 

北湖 

南湖 

２．５ 

３．５ 

２．５ 

３．２ 

２．５ 

３．２ 

全窒素 
年平均値 

（同0.20） 

北湖 

南湖 

０．２０ 

０．２４ 

０．２０ 

０．２５ 

０．２０ 

０．２４ 

全りん 
年平均値 

（同0.010） 
南湖 ０．０１５ ０．０１８ ０．０１５ 
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5. 水域・シナリオ別の年平均水質の推移 

※北湖および南湖の全観測地点・全計算値（1時間ごと）の年間平均値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


